
   

事業提案書要約 
1．対象国名 パラグアイ共和国 

2．事業名 パラグアイ酪農の持続可能な発展をめざすネットワークを活用した酪農家支援
体制構築プロジェクト 

3．事業の背景と必要性 多くの酪農家の経験が浅いため、家畜飼養・衛生管理・繁殖管理等に関する適
切な知識・技術を有しておらず、農協獣医師の指導に全て依存せざる得ない状
況であった。他方、農協獣医師の取り巻く環境についても多くの課題を残して
いることがわかった。そこで「東端畑作地域・酪農技術向上支援」、「東部地域・
酪農振興のための農業研修拠点の形成と人材育成支援」のプロジェクトを実施
した。この二つのプロジェクトを通じて、搾乳技術、栄養管理技術、飼育管理
技術、繁殖管理技術などが技術向上しただけでなく、農協獣医師の酪農家への
指導力が向上し、一定の成果を得た。しかしこれらのプロジェクトを通じて、
同国の歴史的背景や習慣などが相重なって（Ⅰ）知識・経験の共有がされない、
（Ⅱ）記録（データ）の重要性についての意識の欠如、（Ⅲ）農協獣医師の脆弱
な体制等の課題が残っていることが判明した。このため、パラグアイ生産者組
合連盟（FECOPROD）の酪農情報システムを活用するとともに、これまでのプロ
ジェクトの知見・経験が蓄積された日系セタパール財団のデモンストレーショ
ン農場を利用し、農協獣医師間のネットワークを強化し、知識・経験を共有す
ることで酪農家支援体制が構築されることが期待される。 

4．プロジェクト目標 パラグアイ生産者組合連盟（FECOPROD）の酪農情報を活用した農協獣医師によ
る酪農家支援体制が強化される 

5．対象地域 パラグアイ共和国全地域 

6．受益者層 
(ﾀｰｹﾞｯﾄｸﾞﾙｰﾌﾟ) 

直接受益者：対象地域のパラグアイ生産者組合連盟（FECOPROD）傘下の農協獣
医師（12～15 名）およびモデル酪農家(約 24農家) 

間接受益者：FECOPROD加盟酪農家、農牧省の酪農家支援プロジェクト対象農家 

7．生み出すべきアウト
プット及び活動 

<アウトプット> 
1. FECOPROD の酪農情報システム（SISCOLE）が強化される。 
2. 農協獣医師が科学的に示された酪農情報システム（SISCOLE）記録（データ）

に基づいた酪農・経営指導ができるようになる。 
3. FECOPROD を中心に酪農情報共有体制が構築される。 
 
<活動> 
1. FECOPROD の酪農情報システム調査・活用、マニュアル作成、講習会の開催、
マニュアルの検証、改訂、提言。 

2. 農協獣医師、モデル酪農家の条件策定・募集・選定およびデータ分析指導お
よび実践指導。 

3. 農協獣医師データベースの作成。農協獣医師向けの窓口設置・運用・蓄積。
酪農家向け Q&A のフォーマット作成・運用・蓄積。農協獣医師間の合同や政
府機関との会議での報告など。 

8．実施期間 （西暦）2022 年 3月～ 2026年 4 月（ 4年 1ヵ月） 

9．実施体制 日本側実施団体：帯広畜産大学 
パラグアイ実施団体：パラグアイ生産者組合連盟（FECOPROD）、 

日系セタパール財団（CETAPAR） 
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